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InDesignから
ドットブックを
つくってみた

（デモ）
ポット出版　デザイン担当　山田信也
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DTPのデータを材料に、
ドットブックを作成してみた
手順を紹介します。
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第 1 部
ドットブック作成のおおまかな流れ

第 2 部
ドットブックを作成してみた作業手順
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第 1 部

ドットブック作成の
おおまかな流れ



5

ドットブックの作り方・概要

1 材料を準備する
❶ TTX ファイル（本体）
❷図版の画像ファイル
❸サムネイル画像
❹設定ファイル

2　dotBookBuilder で変換する
上記の複数のファイルが 1 つの
ドットブックファイルにまとめられる
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準備するファイル❶・TTX
●ドットブックのもとになる
　テキストファイル
● HTML に似た
　タグ付きテキスト
　<TITLE></TITLE>
　のような指示（タグ）を
　つける
●拡張子は .ttx、
　文字コードはシフトJIS
　改行コードは
　CR+LF（windows 方式）

ttx_template.ttx　
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準備するファイル❷・画像ファイル
●本文中に入る
　挿絵や図版などの要素は、
　PNG または JPEG 形式の
　画像ファイルで準備します。
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準備するファイル❸・T-Time 書棚サムネール
● T-Time 書棚に表示される
　サムネールファイル
● PNG（8 ビット）
●特大： thumbnail.png 
　　幅 96px×高さ 128px
　大： thumbnail_L.png 
　　幅 48px×高さ 64px
　中： thumbnail_M.png 
　　幅 24px×高さ 32px
　小： thumbnail_S.png 　
　　幅 12px×高さ 16px 特大

thumbnail.png

大
thumbnail_L.png

中
thumbnail_M.png

小
thumbnail_s.png
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準備するファイル❹・設定ファイル（prop）
●ドットブックを生成する際の
　設定ファイル
●テキストファイル
●ファイル名を ttx と
　同じにする
●拡張子は .prop
　文字コードはシフトJIS
　改行コードは
　CR+LF（windows 方式）

default.prop
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準備が揃ったらドットブックビルダーで
.book ファイルを生成する

●ドットブックビルダーを起動

●ログインする

●入力ディレクトリ
　（準備したファイルのある場所）
　と出力ディレクトリ
　（ドットブックを書き出す場所）
　を指定する

●書き出しボタンを押すと
　.book が生成される。
　（PC 配信用の変換は有償） 以上がドットブック作成の

おおまかな流れです。
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第 2 部

ドットブックを
作成してみた
手順の紹介
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●サンプル　
ポット出版『本の現場』
　第 1 部
　本はどう生まれているか
　および該当部分の目次

●サンプルの完成イメージ
・見出しを太く表示する。
・グラフ／表は画像としていれる。
・目次から該当部分に
　ジャンプできるように
　リンクをつける。

●作業環境
・テキスト・画像の編集／加工
MacOS X 10.5.8
mi 2.1.5（テキストエディタ）
InDesign CS4（6.0.4）（DTP レイアウトソフト）
・ドットブック生成
Windows Vista Home Basic
DotBookBuilderGUI.exe
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1　下準備
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●作業用のディレクトリ
　（フォルダ）をつくる

●サムネイル画像を
　規定のサイズで作成する

●ドットブックビルダーに
　付属している、
　ttx と設定ファイルのひな形
　ttx_template.ttx と
　default.prop を
　コピーしてきて、
　ファイル名を変更する
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● ttx ファイルに、
　タイトル、著者、発行元を
　いれる。

●設定ファイルに、
　タイトル、著者、発行元、
　パスワードをいれる。

prop ファイルの設定は以上で終了です。
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2　インデザインからの書き出し
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元になる InDesign データ
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2-1 図版の書き出し
必要な範囲を選択する。

ファイル→書き出し
を選ぶ

フォーマットで
JPEG を選ぶ

オプションで
選択部分を選んで保存
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2-2 テキストの書き出し
InDesign では、
テキストフレームという
原稿用紙のような
箱の中にはいっています。

段落スタイルという
設定を使って、
改行から次の改行までの
書式を設定します。
見出しには
見出し用の段落スタイル
適用しています。
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▲サンプルファイルで
使用している段落スタイル

▼段落スタイルに対応させるタグ

<p>　仮（あとで置き換えます）
<H1>　見出しを示すタグ
<H2>（数字の小さいものほど大きい見出し）
<H3>
<H4>
<A>　リンクを設定するためのタグ

テキストを書き出すときに、
段落スタイルと TTX タグを対応させて、
タグの付いた状態のテキストとして
書き出します。
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2-2-1　タグの作成
InDesign から書き出す
テキストに付けたい
タグを作成します。
段落スタイルに
対応させるもののほか、
テキストフレーム

（文字をいれるボックス）
に対応する <div> タグと
目次に使う <T-CONTENTS>
タグを作成します。

タグパレットで
新規タグを選択、
作りたいタグの名前を入力して
OK ボタンをおします。
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作成したタグと
テキストフレームの
対応付けをします。
タグパレットで、
タグ付きプリセット
オプションを選択、
テキストフレームの所に
div を選んで OK とします。

タグパレットで、
段落スタイルの
対応付けをします。
スタイルをタグにマップ
を選択、
各段落スタイルに
対応させるタグを設定します。

2-2-2　タグの対応付け
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タグが関連付けされた様子は、
構造パレットを使って
確認できます。

ここで、目次の
テキストフレームに
関連づいている
<div> のタグを、
＜T-CONTENTS＞に
置き換えます
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2-2-3　書き出し

ファイル→書き出しで、
フォーマットで XML を選択して
書き出します。
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3 テキストエディタで編集する
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Sample.ttx

書き出した XML から、
前後の余分

（Root タグ）を
除いた本体部分を
ttx の
＜ BODY>
</BODY>
の間に貼り込む

Sample.xml



27

❶改ページ
＜ T-PB> をいれる。

❷改行
ttx では、html の <p>（段落）タグに
対応していないので、＜ p ＞を消去、
＜ /p ＞を <BR>（改行）タグに置き換
える

❸画像
画像がはいる部分にタグをつける
例）ttx と同階層にある
　img フォルダ内の zu1.jpg を
　表示する場合、
　<T-IMG src="img/zu1.jpg" >
　と書く

❹目次のリンク
例）
 目次部分
<a href="#01">01 新刊洪水 </a>
ジャンプ先
<a name="01">01 新刊洪水 </a>
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●スタイルシート
ヘッダ部分
＜ HEAD ＞ </HEAD> の中に
見出しの大きさや書体などの
指定を書く

例）
<STYLE type="text/t-time">
H1.midashi { xsize:200%; 
face:" ヒラギノ角ゴ Pro W6,Osaka, ＭＳ ゴシック "; 
linespace:24 }
H2.komidashi { xsize:120%; face:" ヒラギノ角ゴ Pro 
W6,Osaka, ＭＳ ゴシック "; linespace:24 }
</STYLE>
＜ H1 ＞→＜ H1 t-class="midashi">
＜ H2 ＞→＜ H2 t-class="komidashi">
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TTX ファイルを
T-Time で開くと体裁を
確認できます。

最後に
ドットブックビルダーで
ドットブックファイルに
変換します。
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●参考資料
○公式資料
ドットブック作成の手引き v5
TTX タグ仕様 _v1_0.pdf

○参考サイト（InDesign から書き出し）
DTP Transit
InDesign CS3 から Dreamweaver の書き出し（2）
http://www.dtp-transit.jp/adobe/indesign/post_485.html

○ポット出版のサイトでもレポートを書いています。
はじめてのドットブック作成【本の現場編】
http://www.pot.co.jp/
diary/20091026_150627493914799.html


